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2024年7月６日（土）13：30～16：00　北海道看護専門学校で医療安全特別委員会による医療安全交流会が
行われました。

今年度はコロナ禍を経て５年ぶりに対面で研修会が開催され、43名の参加がありました。
「看護師の注意義務について事例を通して考える」のテーマで、あすかぜ法律事務所弁護士・薬剤師の資格を

持つ川北 映輔先生を講師に迎え、看護の場面における「注意義務」とは何か、「安全配慮義務」とは何かを、講義
していただきました。

日々患者に関わる中で、その時々の状況でアセスメントをしっかり行い、患者の情報やアセスメントの評価が、最低
限当日受け持つ可能性のある職員間で共有されること、トラブル時の看護記録は、時系列で客観的な事実関係の記
録記載が必要であることなど、事故を防ぐための視点や紛争への拡大を防ぐための視点を、裁判事例を用いて分かり
やすく教えてくださいました。

交流会後半は、参加者を７グループに分け「医療安全の悩みを相談してみよう」のテーマで、各々が自施設で日々
感じるマニュアルなどの職員周知の方法、転倒や薬剤に関するインシデント事例から対策、説明と同意、今年度の診療
報酬改定での身体的拘束についてなど、様々な内容でディスカッションが行われ、お互いの悩みに共感し、励まし合い、
自分にはなかった視点に気が付いたり、アドバイスを受けたりと、充実した時を過ごすことができました。

札幌第１支部キャラクター
“えぞっち” S-１ナースです。
札幌第１支部にキャラクターが
いたことをご存じでしたか？
この機会にぜひ覚えてくださいね！

1 医療安全交流会� 医療安全特別委員会
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2024年8月31日(土)　働き続けられる職場づくり推進委員会主催による
「アンガーマネジメント～どうして私はイライラするの? 怒りの正体を知り
怒りに振り回されない私になる～ 」のテーマで、officeこころの杜代表山口
愛先生を講師に迎え、研修会が行われました。今年度の研修参加者は34
名で10グループに分かれて受講しました。

みなさんは「怒り」と聞いて、メリットの発想はありますか？ 山口先生から、
怒りをバネに努力し成功する事もある、モチベーションになる、というメリット
としての捉え方もできる「怒り」という感情の理解と、怒りは人間にとって
は自然な感情の一つでありなくすことは不可能であることから、大切な自己
防衛であり感情表現の一つであることを理解して、怒りを上手にコントロー
ルする方法「アンガーマネジメント」の3つのポイント、怒りをため込まない
工夫について講義してくださいました。
「アンガーマネジメント」では怒る必要がある事は上手に怒る、怒る必要

がない事は怒らないようになれるために、「衝動の6秒コントロール」、相手
には自分と違う「べき」がある事を理解するために「怒りの境界線の幅を広げる」こと、怒りをため込まず上手に手
放すために「自分の気持ちを切り替えられる方法をあらかじめ知っておく」など理解する事が出来ました。受講者
の皆さんからは、怒りに振り回されない自分になる為に、怒りの境界線の幅を広げることや、もっと上手に相手に伝え
る方法、自分の気分の切り替えのコツなどを理解できたという言葉があり、今後の実践に生かせる研修でした。

2024年10月2日(水)、3日(木)、教育委員会による「看護実践に活かすフィジカルアセスメント」の研修が、
北海道看護協会にて開催されました。受講生は30名、臨床経験3年以上の看護師を対象に行われました。研修で
は北海道看護協会第1支部 北村美奈子支部長による、「看護の動向」の講演と、市立札幌病院クリティカル特定
認定看護師の山村竜彦先生、松本蘭先生によるフィジカルアセスメントの講義と演習、グループワークがおこなわれ
ました。

「看護の動向」については、わが国における少子高齢化の進展による人口構造の変化や、地域包括ケアシステム
の推進、看護職員の現状と課題をふまえた今後の方向性について、お話し頂きました。

研修では、フィジカルアセスメントにも強い特定行為を持つ認定看護師の講師の方々による、演習を通した実践
的な研修は大変好評で、定員の３０名を超える応募がありました。研修は、呼吸器・循環器・脳神経・消化器の
フィジカルアセスメントに必要な知識を得て、受講生間でのフィジカルイグザミネーションを実施しました。事例を
基に、ABCDEアプローチに沿って観察項目を整理しながらアセスメントを行い、臨床で活用できる知識や技術を
再認識しました。グループワークでは、今までの講義内容を踏まえ、自己の思考過程を整理し、活発に意見を交換
することができました。

講師の先生方による実体験からのお話は、より日々の看護実践に生かせるポイントが多く、学びを深めることができました。

2 働き続けられる職場づくり推進委員会研修

3 教育委員会研修
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2024年10月26日（土）「ケアラーを取り巻く課題とこれからを考える～家族を丸ごと支援する視点を学ぶ～ 」
をテーマに、一般社団法人日本ケアラー連盟理事 中村健治先生を講師にお迎えし、開催されました。

こころやからだに不調のある家族の介護や援助を行う「ケアラー 」。家族から頼りにされる一方で、周囲に悩
みを理解されず、心身に負担を抱えている場合があります。研修会では、ケアラー・ヤングケアラー支援の背景や、
私たち看護職が働く地域や病院・施設など様々な場で、何ができるかお話しいただきました。医療や介護の現場に
いる看護職は、「ヤングケアラー 」が介護している親や祖父母らに接する機会が多いことから、「ヤングケアラー 」
に気づきやすい役割を担います。忙しい医療現場で、目の前にいない患者の家族の生活に思いを巡らすことは容易
なことではないですが、見ようとしないと見えてこないのがヤングケアラーの存在です。このお話から、看護職として
患者や療養者に接するときには、常に意識して家族とその中にいる子どもの生活を捉えなければならないと強く思い
ました。

今後、少子・高齢化が急速に進むことにより「ケアラー 」の存在が増えていくことが考えられます。対応するため
には医療・福祉・教育がより一層連携し、「ケアラー 」を支える仕組みを作っていくことが必要です。私達看護職は、

「ケアラー 」について理解を深め、支える人をひとりにしないよう支援していくことが必要と思いました。

2024年7月20日（土）　ACU-A（大研修室）にて、札幌4支部合
同助産師職能委員会によるCLoCMiP®関連の研修が開催されました。

研修は午前、午後の2部制で、会場とオンラインにより行われました。
午前は、女のスペース・おん代表の山崎菊乃先生を講師にお迎えし、

「女性に対する暴力予防の支援」をテーマに講義をして頂きました。
DVの現状、DVのスクリーニング、多職種連携の重要性についてお話

があり、私たち医療者がDVの兆候に気づき、他機関と連携していくことが大切であるということを学びました。グルー
プワークでは先生が経験した事例について活発に意見交換が行われ、具体的な対応について学びを深めることがで
きました。

午後は、マミーズクリニックちとせ看護師長の佐藤江利子先生を講師
にお迎えし、「授乳支援〜実際を学ぼう！退院後の授乳支援〜 」につ
いて講義して頂きました。

乳房モデルと乳児の人形を用いて、授乳指導のポイントについて説明
があり、支援方法がイメージしやすい講義内容でした。

助産師は、母親の気持ちに耳を傾け、正しい情報を得た上で選択でき
るよう、支えて寄り添うことが重要であるということがよくわかりました。

会場だけでなくオンラインからも質問が活発にあり、参加者のみなさんの興味の深さが印象的な講義でした。

4 札幌 4 支部合同　保健師職能委員会研修

5 札幌４支部合同　助産師職能研修
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